
熱中症とは何か

・高温環境下で、体内の水分や塩分
（ナトリウムなど）のバランスが崩れた
り、体内の調整機能が破綻するなどし
て、発症する障害。

・死に至る可能性のある病態。

・予防法を知っていれば防ぐことが可
能。
・応急処置を知っていれば救命可能。



熱中症を引き起こす条件 なりやすい人

帽子
水分摂取
日陰の利用

予防法



脱水のサイン

水分減少率 主な症状

２％ 喉の渇き

３％ 強い渇き、ぼんやりする、食欲不振

４％ 皮膚の紅潮、イライラ、体温上昇
疲労困ぱい、尿量減少、濃縮尿

５％ 頭痛、熱にうだる感じ

８～１０％ 身体動揺、痙攣



熱中症の重症度分類

日本神経救急学会医療機関での輸液、管理が必要



熱中症を疑ったとき

１）涼しい場所への避難
日陰、クーラーの効いた部屋

2）脱衣と冷却
重傷者の救命は冷却による
衣服を脱がせ
皮膚に水をかけてうちわなどで扇ぐ
頸部、腋窩、鼠径部を氷嚢などで冷却
血栓予防

3）水分・塩分の補給

4）医療機関へ運ぶ

冷水、スポーツドリンク、
食塩水（水１Lに食塩１～２ｇ）



熱中症の
症状と治療



熱中症を疑ったとき

例えば午前中作業をして小
便に行かないのは水分不足。
飲水すること。

作業等に夢中になると飲水
を忘れることがある。ペット
ボトル等で自分の飲水状況、
量をチェックしながら作業す
る。

塩分不足に塩飴などもあり。

ミニアドバイス
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